
特別上映＆トーク特別上映＆トーク特別上映＆トーク
子どもたちが

映画を通じて被災地の未来を描く

子どもたちが

映画を通じて被災地の未来を描く

文部科学省　平成 27 年度 「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」

未曾有の災害から４年半。
広野町は、一度は全町民が集団避難を強いられた町。 激動の環境で成長をした広野中学１年生 32 名が
自分たちと向き合い、ふるさとの明るい未来への想いを込め、映画を作り上げました。

上映後には「ひろの映像教育実行委員会」に参画した映画評論家・佐藤忠男や映画監督・千葉茂樹らが
作品とプロジェクト、そして映像教育の未来について語ります。

トーク
映画評論家　佐藤忠男
映画監督　　千葉茂樹　他

日時：2015年 11月８日（日）10時～11時
会場：川崎市アートセンター　
〒215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺 6-7-1　小田急線新百合ヶ丘駅・北口より徒歩５分程

入場無料（お席に限りがございます。お早目にお越しください）

お問合せ：NPO法人 KAWASAKI アーツ・映画祭事務局 TEL 044-953-7652 
www.siff.jp

2015 年夏、福島県双葉郡広野町で中学生が映画を撮った。
彼らは自らテーマを設定し、取材をし、それぞれが思う「ふるさと広野町」を切り取った。

ひろのまち

映像教育プロジェクトとは
オーストラリアのジェーン・ミルズ博士に
よって展開されている映像づくりによるリテ
ラシー教育。オーストラリアから日本へ、そ
して被災地での心の教育へと新たな可能性と
共に、大きな発展を続けている。

シネリテラシー
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